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1．産卵及椎仔調査

1．調　査　方　法

（璧）改プラこ／クトン／ネットを以て水面下150mから水面迄垂直に1m／SeCの速さで引揚げて採集

する○水深150mよか執、場合は底から水面迄を掠集する○採集物は直ちに管瓶に珍し直後10％

フォルマ　ンでで錮する0卵及椎仔の査定は東海水研服部茂昌氏を煩はした。諷査讐点は幣
の通りである○

2．調　査　結　果

卵及稚仔の辟集桔果はTab．1．に示す。

Tab．1卵及推仔採集表

6　月　産卵調査表 7月産卵調査表

マイワシ 雑　　魚

n
H
ワ



9月壷卵謁査表 1月産卵調査表

3月産卵調査表

2．魚　体　調　査

1．資　　料

泉城県沿岸に於て揚繰網に依り漁獲された中からRandomにSamplingLた。調査回教及尾数

は▼イワシ4臥318尾、カタクチイワシ2臥120尾である（Tab．1．）。

Tab．1．　　　抽　出　標：本

2．体長組成及体重組成

（（44）









3．体長と体重の閑係

マイワシの体長（Lcm）と体重（lTgr）との関係は：Ⅵ’＝aLnで示さかる。体重10grを頃にし

句．1．嵐1・仇隻
ミ小堺1I．

門田　Ji　ヱか
8．」．（e■ヽ1

て埠重率が異なる様であるが10gr以下は賓料が少

いため除き10gr以上のものにつきa及びnを求め

ると次式が得られる（Fjg．1）。

W　＝　4．08xlO‾3L肖蟻卜刃1

4．肥　満　度

マイワシの肥満度（Tab．4）控冬期の大調群に比

し夏季の中洞群の方が大きい。

5．管椎骨敷1）

各測定群の平均背椎骨教をを求めると　51．125　±

0．2．122．2）～51．350±0．1908　の変化範囲を示す

く血・5）ンニ之等の値をQ＝完売豊脚差

の鼠嚢の結果埋れも差は認められぬ。

6．生　殖　腺

測定群別に生殖腺重量及び生殖腺重量0・09gr　以下のものの出現百分率及び雌雄不明の出現百分

率（Tab・6）を見ると卵巣重量は7月19日の0・1gr＞を最低にし、1月23日、rに梢襲運を示し、2月

12日に最高値を示す0生殖腺重畳0．09gr以下及び雌雄不明のものの出現百分率は7月を最高に

1月は激減し2月には皆無となって居る。．卵の長梓を見ても7月は未熟卯で占められて居るが．1月に

は平均0・17mmを示し2月には0・32mmを示す（Tab・7）以上の結果と産卵調査の資料とから、

大体2月以降の春期がマイワシの産卵盛期になるものと考へられる。

7．争　卵　敷

略々完勲して居ると考へられる2月12日採集の体長18・8cm～19・Ocmの雌につき、夫の撃卵数

を重畳法に依り測定した。即ち卵の長径0・42mm～0・55mm，卵巣重量1．1gr～1．9grで右約7，6朗

粒～6；740粒左約12，116粒～10，罪8粒であった。
8．性　　　比

性比の季節的変化に就ては資料不足のため立入った考賓はなし得ない。仝材料を通じ雌が栴

少いくTab．8）。

1）Urosけleを含めた0

2）Standard error．
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